
Let’s be a center of Rotary, connect the world and take action!
会員一人一人が主役、つながりを広げ、さあ行動しよう

国際ロータリー第 2840 地区［群馬］ 2024-2025 年度 ガバナー月信

Vol.5
2024.11



“Let ’s be a center of Rotary, connect the world and take action!”

「会員一人一人が主役、つながりを広げ、さあ行動しよう」

2024〜2025年度の国際ロータリー
RI 会長　テーマとロゴ

2024〜2025年度の第2840地区
地区ガバナー　スローガンとロゴ



メッセージ

2 ガバナーメッセージ
クラブ紹介

3 （第３分区）
各種報告

7 ロータリー財団補助金管理セミナー
11 RLIセミナーPart１
13 RYLA・学友委員会
16 第２回地区運営連絡会議
17 米山記念奨学生カウンセラーセミナー
18 米山記念奨学セミナー
19 第２回青少年交換委員会
20 青少年交換プログラム派遣学生選考会
22 ローターアクトクラブ活動報告

お知らせ

24 カルガリー大会のご案内
27 ガバナー公式訪問要領・ガバナー公式訪問日程表
31 2024-2025年度　地区主要行事予定表
34 ロータリーコーディネーターNEWS
37 出席報告・My Rotary登録率
39 新会員紹介
40 新会員　入会実績報告（９月末現在）
41 訃報
42 ロータリー文庫「文庫通信388号」
43 ガバナー事務所よりお願い

CONTENTS



2

国際ロータリー第2840地区
2024－2025年度

ガバナー　森　末廣

　10月19日･20日に開催致しました「地区リーダーシップセミナー」・「RI会長代理歓迎晩餐会及び
地区大会」には、地区内外より多くのロータリー会員やご家族、ロータリーファミリーの皆様にご
参加頂き誠にありがとうございました。お陰を持ちまして無事終了する事ができました。心より感
謝申し上げます。

　さて、11月の特別月間は「ロータリー財団」です。

　今年は、温暖化による異常気象の日々が続きましたが、ここへきてやっと樹々も色付き始めて秋
の気配の漂う時期になってまいりました。

　さて、ロータリーの基本方針は社会奉仕活動にあります。世界中の人々に手を差し伸べるには多
くのロータリアンがその目的を内に秘めて、活動しなければなりません。そこで作られたのが「ロー
タリー財団」であります。その中で援助されるグローバル補助金が世界中のロータリー会員が取り
組むさまざまなプロジェクトや奨学金、研修を支援する補助金を提供しています。1917年、当時
の国際ロータリー会長のアーチ．C．クランフ氏の発案による「世界でよいことをしよう」Doing　
good in the worldという強い理念の基に各ロータリアンからの寄付を募り創設されました。ロータ
リー財団は、会員が人々の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し環境保護に取組み貧困をなく
すことを通じて世界の理解、親善、平和を実現出来るようにすることを目的に掲げております。

　しかしながら、順風満帆な道のりではありませんでした。あまりにも突然のクランフの呼びかけ
に対して周囲の反応は冷たく無関心でありました。当時は退任するRI会長に、功労に対する感謝
の品をプレゼントする習わしがありました。クランフが退任する際、贈答品の購入代金の余剰金が
26.5＄でました。本部に送られてきたその余剰金をクランフ会長の提案した基金に入れることにな
りました。こうして最初の種がまかれ、ロータリー基金が誕生しました。そこから少しずつ積み上
げられ財団創成期には今の貨幣価値に換算すると536＄（日本円120円）で換算すると64,320円と
なりましたが、その後６年たっても基金は700＄と低迷していました。（約140万円）11年後、1928
年にロータリー財団が設立されクランフが初代会長に就任しました。しかし、世間では財団はクラン
フのたわいもない夢だと批判され受け入れられませんでした。（1934年のアーチ・クランフの書簡）

　一方でこの基金を人々に知られぬままにさせてはならないというクランフの熱い思いは徐々に
ロータリアンたちの心に浸透していきました。年月の経過と共にロータリーの理念を基にした基金
は社会奉仕活動を支える資金源として1930年エドガー・アレン（オハイオ州、エリリアRC）の設
立した肢体不自由児協会（イースターシールズ）に初の補助金を送ったのをきっかけに徐々にその
存在が認知され、クラブが国際奉仕を行うための手段として財団が注目されるようになりました。
1978年には３Hプログラムが提唱されて保健、飢餓追放、人間尊重の目標に向けての救済を目的と
して活動が行われました。1979年にはポリオ予防接種として76万ドルがフィリピンの630万人に
援助され接種されました。３Hからポリオ根絶を目指す「ポリオプラス・プログラム」がスタート
し国際間の理解、親善平和を推進するための方法として、人々の健康状態を改善し、人間的社会向
上発展を目的に行われることになりました。2013年にはポリオプラスの推進と新しい補助金モデ
ルがスタートし、地区補助金、グローバル補助金、パッケージ・グラント等、世界中のロータリア
ンがグローバルなニーズに応えられるようになりました。

　また、初期の財団活動においては大戦後、奨学金制度の導入と緊急支援に活用する制度を作りす
べてを失った人々の緊急支援に活用されました。平和は「人」から始まると考えるロータリーは、
現在、毎年130口まで平和フェローシップ（奨学金）を通じて、世界平和と開発の担い手となって人
材を育て、平和推進者の世界的ネットワークを築いております。これは国際ロータリー財団から支給
される世界で７つあるロータリー平和センターで平和と開発の分野で学ぶための奨学金で「Financial 
Aid（ファイナンシャルエイド）」や「Scholarship（スカラーシップ）」と呼ばれる学費援助のための
奨学金とは異なり、優れた知能をさらに研究に活かすための研究費用に支給されております。

　我々ロータリアンはこのようなロータリー財団の意義をよく理解し社会奉仕活動を理念に多くの人を
援助できるよう常に世間の動向に注視するとともに、クランフの理念を忘れずに活動していきましょう。

ガバナーメッセージ「ロータリー財団」
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各クラブ紹介（第３分区）

高崎RC

「地域を変える行動人」
　地区最大の会員数140名を数える我がクラブは、その名の通り140通りの際立つキャラクターに
満ち溢れた、まさに「おとなの宝石箱」のようなクラブです。それぞれが地域や業界のリーダーで、
相談事や困りごとはメンバー同士の電話一本ですぐに解決します。昼の例会は勿論、夜の例会も活
況で、身体を動かす系や食べ歩き系など趣味のサークル活動も充実しており、居場所に困ることは
まずありません。昨年度創立70周年を迎えましたが、今後は高崎ロータリークラブ基金や地区補助
金を活用し、社会的に弱い立場の人たちへの支援や、若い世代の教育支援をより充実させていこうと
考えています。今年度は子どもたちが考え描いた防犯啓発ポスターを、高崎市立の小中高等学校およ
び市内の金融機関等へ掲示し、「犯罪をしない・させない・ゆるさない」を合言葉に地区補助金活動を
行います。高崎ロータリークラブが動くと街が良くなる、そんなアクティブなクラブを目指します。

高崎南RC

　高崎南ロータリークラブは、1962年、高崎ロータリークラブをスポンサークラブとして国際ロー
タリーに加盟承認され、群馬県内９番目、高崎市内２番目のクラブとして発足しました。創立会員
は22名でしたが、現在は会員数69名となっております。1980年から高崎商科大学附属高等学校の
インターアクトクラブをスポンサークラブとして支援しており、JR高崎駅周辺での歳末助け合い街
頭募金を合同で毎年実施しております。
　今年から「誰でも歓迎され、尊重され、大切にされるクラブ作りの推進」をクラブのビジョンと
した高崎南RC戦略計画（2024―2029）がスタートし、行動計画として「会員増強と財務の健全
化」「奉仕活動の継続と検討」「クラブの活性化と出席率の向上」「戦略計画の共有と検証」を掲げ、ク
ラブ優秀賞を目指して、会員全員で奉仕・親睦・協力で活動しております。
　群馬で一番美味しい例会のお食事？を楽しんでいただけますので、皆様のメイクアップをお待ち
しています。
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高崎北RC

　高崎北ロータリークラブは、高崎RCをスポンサークラブとして1968年（昭和43年）６月30日
に設立しました。これまで、吉野五郎、井草憲太郎、重田政信、安藤震太郎の４名のガバナーを輩出し、
2025-26年度　竹中　隆のガバナー就任に向けて、現在、クラブ会員全力でお支えをしております。
　これまで、ローターアクトクラブの提唱とその活動支援、交換学生受入・派遣、高崎市内大学生
への奨学金支援、高崎商業高校就職希望者への模擬面接指導、障害者スポーツ・障害者バンドへの
支援、など青少年奉仕活動を基軸に奉仕活動をしています。
　「北の友愛」の精神で、一水会（１回/月）、ゴルフ部、釣り部、英会話教室、麻雀同好会など会
員相互の親睦活動も盛んで、奉仕活動へ繋がっています。
　また、ポール・ハリスが1935年（昭和10年）に来日した際の月桂樹を1988年桐生RCが桐生倶楽
部に「３世」を活着され、2001年高崎６RC共同事業として「ポール・ハリス月桂樹４世の高崎移植」
を成されました。当クラブでは、毎年、この「４世」を見守りその周辺の清掃活動を継続しています。
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高崎東RC

　高崎東ロータリークラブは、設立から45周年を迎えました。
　2024-2025年度は2840地区インターアクト委員長を輩出し、７月には提唱クラブの高崎健康福
祉大学・高崎高等学校をホストとして、インターアクト年次大会を開催しました。また来年の３月・
４月には、コロナ感染拡大で中止されていた国際交流事業も再開する事となり、台湾研修と台湾学
生の受入れ準備の為当クラブメンバー全員で忙しく準備を進めているところです。地域への奉仕事
業も引き続き地区補助金を活用して、10月に地元幼稚園へ園児の遊具の片付けの為の収納ボックス
を寄贈いたします。当クラブの独自事業でもある、高崎駅の防犯パトロールも４年ぶりの再開とな
るなど、様々な事業がコロナ前の様に動き始めました。５年後には記念すべき50周年を迎えます。
その為にも更なる組織の活性化を図り、会員拡大にも力を入れ、メンバー全員で盛大に設立半世紀
を迎えたいと思っています。

高崎シンフォニーRC

　高崎シンフォニーロータリークラブは、1995年11月　高崎北ロータリークラブをスポンサーク
ラブとして創立いたしました。来年2025年には創立30周年となり、周年行事に向けて準備を始め
ています。当クラブは現在会員数46人と中規模のクラブですが、そのうち９人が女性であり女性の
比率が高くなっております。さらに女性陣がたいへん活発で、積極的な活動や提案をしてくれ会の
活性化に大きく貢献しています。
　また、友好クラブとして、神戸東灘ロータリークラブとハワイのWahiawa-Waialuaロータリー
クラブと締結させていただき、相互に訪問など重ね親睦を図っております。
　今年度の白石隆夫会長はスローガンとして、「親睦と奉仕　楽しいロータリー活動」を掲げました。
各委員会がスローガンに従い、親睦と奉仕を楽しみながら実践しております。また当クラブにおい
ても最大の課題は会員増強です。会員増強に向けて関係委員会等が力を合わせて対応していますの
で少しずつ結果が確認できています。
　今年度の活動では、例年通り県内児童養護施設のミニサッカー大会の主催をはじめ、いくつもの
奉仕活動を続けていきます。
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高崎セントラルRC

　1999年７月、高崎南ロータリークラブをスポンサークラブとし当クラブは設立されました。そ
の誕生は、群馬県側のクラブ数要件を満たし、群馬新潟地区の分割、現在の2840地区の誕生に至
るきっかけとなるもので、そのことは今尚私共の誇りとなっております。
　当クラブの例会は、毎週火曜日の18：30からの夜間例会で、会員は仕事の疲れを一切見せず、ゆっ
たりとした気持ちで例会に臨みます。アルコールも、上限はありますが許されており、非常になご
やかで穏やかな例会運営となっております。約30名という少人数クラブですが、それだけに一人一
人が積極的にクラブの運営に関わり、全員参加型の楽しく充実感のあるクラブです。
　４月に創立25周年を迎え、新たな四半世紀の一歩を進み出しました。今後も当クラブの強み・良
さ・個性を大切に守り、同時に、時代の変化に対応した新しいクラブの実現に全員で取り組んで参
ります。
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ロータリー財団補助金管理セミナー

日　時／2024年９月14日（土）13：30～16：15
会　場／Gメッセ群馬　メインホールBC
出席者／�森　末廣ガバナー、森田高史パストガバナー・ロータリ財団委員会アドバイザー、

保坂充勇直前ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト、三好健正ガバナーノミニー、
各ガバナー補佐、後藤圭一代表地区幹事、樋口哲雄地区幹事、
清水英也地区ラーニング・管理運営委員、津久井　功地区ラーニング・管理運営委員、
小林洋樹ロータリー財団委員長、小林匡美ロータリー財団副委員長・地区補助金副委員長、
今井幸吉ロータリー財団委員、水石清治ポリオプラス・資金推進委員長、
和田雅之ポリオプラス・資金推進副委員長、町田　久ポリオプラス・資金推進委員、
上柿敬一資金管理・平和フェローシップ委員長、
福島敬仁資金管理・平和フェローシップ副委員長、唐沢健二地区補助金委員長、
菊川善明地区補助金委員、石井英智地区補助金委員、草処晋一地区補助金委員、
下田　仁地区補助金委員、六本木　裕地区補助金委員、江畑晴彦地区補助金委員、
植村　仁地区補助金委員、山本　樹地区補助金委員、渡邊仁基地区補助金委員、
ランドルフ留利子グローバル補助金委員長、小河原義光グローバル補助金委員、
地区副幹事（14名）、
各クラブ会長、幹事、会長エレクト、次年度幹事、財団委員、
プロジェクト担当、ローターアクト、事務局

報告者／地区副幹事　山形　剛（桐生西RC）

　９月14日　G メッセ群馬においてロータリー財団補助金管理セミナーが下記の通り開催されま
した。

次　　　　第
� 司会　小林匡美ロータリー財団副委員長

13：00	 登録受付
13：30	 開会	 ロータリ財団委員会委員	 今井　幸吉
	 ガバナー挨拶	 ガバナー	 森　　末廣
	 挨拶・趣旨説明	 ロータリー財団委員会アドバイザー	 森田　高史
13：40	 2024年度財団委員会の計画と方針について　
		  ロータリー財団委員会委員長	 小林　洋樹
13：45	 ポリオプラス・資金推進について
		  ポリオプラス・資金推進委員会委員長	 水石　清治
13：50	 ロータリカードについて
		  ロータリーカード地区推進委員	 小林　匡美
13：55	 地区補助金申請について
		  地区補助金委員会委員長	 唐沢　健二
14：30	 地区補助金の資金管理について
		  資金管理・平和フェローシップ委員会委員長	 上柿　敬一
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14：35	 グローバル補助金について
		  グローバル補助金委員会委員長	 ランドルフ留利子
14：55	 質疑応答
15：00	 講評	 直前ガバナー	 保坂　充勇
15：05	 第１部　閉会	 資金管理・平和フェローシップ委員会副委員長	 福島　敬仁
15：25	 休憩（会場移動）
15：35	 分区協議会	 分科会終了次第解散

ガバナー挨拶　　森　末廣　ガバナー
　ロータリー補助金管理セミナーは、クラブ会員がロータリーの補助金の効果的な管理方法につい
て学ぶ場です。
　また、ロータリー財団の使命は、人の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保全に取
り組み、貧困をなくすことを通じて、世界理解・親善・平和を構築できるように支援することです。
　どうか、本セミナーで、ロータリー財団の最新情報とともに、財団の掲げる目的と目的に対するロー
タリアンの理解を深め、財団寄付及び補助金プログラムへの参加を推進することをお願いいたします。

挨拶・趣旨説明　　　森田　高史　ロータリー財団委員会アドバイザー
　ロータリー財団は国際ロータリーのロータリー財団が決めたルールをもとに運営されます。
　そして、その中で許された範囲で地区のルールが決められます。それが今日皆さんに配られたハ
ンドブックです。そして、その中にはこれまで当地区で実施された事業の記録も掲載されています。
当地区は、ほとんど全てのクラブが地区補助金を活用しています。これは、世界でも類を見ない地
区補助金の利用が進んでいる地区であるといえます。ある意味一種のモデルとなる地区であるとも
いえるでしょう。このセミナーを通じて、ぜひ各クラブにおかれまして地区補助金や、グローバル
補助金を大いに利用して、奉仕事業を展開していけるようによろしくお願いいたします。

2024年度財団委員会の計画と方針について　　小林　洋樹　ロータリー財団委員会委員長
　森年度の方針の一つとして皆さんにポリオプラスソサエティの登録を是非お願いいたします。
　また、地区補助金に関しましても、各クラブが有利になるように柔軟に対応してまいりたいと思
います。特に、最近、財団からの制約が厳しくなってきておりますので、皆様と協力して、何とか
各クラブの計画した事業が実施しやすいように活動してまいります。グローバル補助金については
奨学生の案件が徐々に増えてまいりましたので、ぜひ多くの案件を受付していただけるよう進めて
まいります。各委員長・委員会一丸となって皆さんのサポートをさせていただきますのでよろしく
お願いいたします。

ポリオプラス・資金推進について　　水石　清治ポリオプラス・資金推進委員会委員長
　ポリオの現状と紛争地域であるガザ地区での発生の報告についての発表があり、続いて、ポリオ
プラスソサエティの登録のお願いと、ポリオフォトコンテストの紹介がなされました。
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ロータリカードについて　　小林　匡美　ロータリーカード地区推進委員
　ロータリーカードについて、種類と特徴、そして作成・運用に関しての注意事項等が、パワーポ
イントを用いて説明がなされました。

地区補助金申請について　　唐沢　健二　地区補助金委員会委員長
　プロジェクターを利用して、ロータリー財団ハンドブックの地区補助金についての内容の説明、
その次に、年間スケジュールについての説明がなされ、最後に地区補助金の申請書入力の方法につ
いての解説動画が再生され、出席者に地区補助金の申請について理解を深めていただきました。

地区補助金の資金管理について　　上柿　敬一　資金管理・平和フェローシップ委員会委員長
　各種補助金を活用する際において、本セミナーで学んだこと、またハンドブックを熟読の上適切
な申請と報告をするようにとの要請がなされました。

グローバル補助金について　　ランドルフ留利子　グローバル補助金委員会委員長
　パワーポイントを使って、グローバル補助金についての説明、GG奨学金の実施例と説明及び人
道奉仕プロジェクトへの取り組みについて説明がありました。また、注意すべき点として、今年度
より変更となった免除規定の廃止についてや財団委員会への申請書の提出と承認を受けることを厳
守することが説明されました。
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質疑応答
　グローバル補助金の申請についての質問がなされ、ランドルフ留利子委員長と森ガバナーによっ
て回答がなされました。

講　　評　　保坂　充勇　直前ガバナー
　これから皆さんに申請をしていただくわけですが、先ほど地区補助金の説明のところで変更につ
いて相談してしっかり申請書の訂正を行ってほしいという話もあったかと思います。実は昨年度で
も３件程最後に訂正を余儀なくされた事案がありました。１つは申請された物品と、実際に寄贈さ
れた物品が違っていた件、次に、申請時に書かれた趣旨文の内容と実際行われた事業がかけ離れて
いた件、そして事業の受益者の要件を満たせなくなった件、です。いずれも変更をしていただきま
したが、くれぐれも慎重にお願いいたします。

第２部　分区協議会　　各地区補助金委員
　各分区毎に分かれ、地区補助金委員の分区担当者が中心となり、補助金事業の進捗状況や次年度
実施予定を報告し、情報を共有した。質疑応答や申請に係る注意点など確認して終了した。
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日　時／2024年９月29日　９：30〜17：00
場　所／前橋問屋センター会館　
出席者／森　末廣ガバナー、

本田博己RLI日本支部委員長・地区ラーニングファシリテーター・パストガバナー、
竹内正幸RLI日本支部地区代表委員・パストガバナー・RLI推進アドバイザー、
田中久夫パストガバナー、森田高史パストガバナー、山田邦子パストガバナー、
足立　進パストガバナー、中野正美パストガバナー、保坂充勇直前ガバナー、
竹中　隆ガバナーエレクト、三好建正ガバナーノミニー、
関口俊介ＲＬＩ推進委員会委員長
ファシリテーター31名、受講者56名、ガバナースタッフ９名　

報告者／地区副幹事　澤田匡宏　（桐生RC）

　９月29日（日）、RLIセミナーPartⅠが前橋問屋センター会館で開催されました。森　末廣ガバ
ナー、竹内正幸RLI日本支部地区代表委員・パストガバナー・RLI推進アドバイザーの挨拶に続き、
本田博己RLI日本支部委員長・地区ラーニングファシリテーター・パストガバナーよりRLIセミナー
のガイダンスがパワーポイントを使い行われました。
　その後、受講対象者である各クラブの会長エレクトと次年度幹事は、「ロータリーにおけるリーダー
シップ」、「私のロータリー世界」、「倫理と職業奉仕」、「ロータリー財団Ⅰ私たちのロータリー」、「会員
の参加を促す」、「奉仕プロジェクトを想像する」という６つのテーマのセッションに参加しました。
各セッションでは、ファシリテーターの進行のもと受講者全員がオープンマインドで必ず意見を述
べる全員参加型による活発で有意義な討論が行われました。１セッション50分を６回受けるRLIセ
ミナーは、大変な面もありますが他クラブの現状を知りロータリアンとしての自覚を目覚めさせて
くれる大変貴重なセミナーです。受講対象者は、次年度のクラブ運営に活かせるようにRLIセミナー
PartⅡ、RLIセミナーPartⅢも続けて受講をお願いします。
　次回、RLIセミナーPartⅡは10月27日（日）です。

ＲＬＩセミナー PartⅠ
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第３回ＲＹＬＡ・学友委員会

日　時／2024年10月３日（木）12：00～13：30
場　所／前橋問屋センター会館　森　末廣ガバナー事務所
出席者／�森　末廣ガバナー、小口有高 RYLA・学友委員長（前橋 RC）、

小澤健一 RYLA・学友副委員長（高崎 RC）、藤沢真史RYLA・学友委員（桐生赤城RC）、
岡部幹雄前橋RC会長、前田　修前橋RC幹事

報告者／地区副幹事　大友一之（桐生RC）

　2024-2025年度第23回ＲＹＬＡ研修会が、前橋RCをホストクラブとして、2024年12月８日
（日）に、前橋第三コミュニティセンター（前橋市岩神町３−１−）にて開催されるにあたり、参加
者募集のリーフレットの確認、研修内容、会場準備等について、ホストクラブである前橋RCの会
長幹事にも同席いただき、打ち合わせを実施しました。
　最初に、森ガバナーよりＲＹＬＡ・学友委員会について３年委員会として委員会の活動を引き継
いでいって欲しいということと今回のＲＹＬＡ研修会について実り多いものとなるようにという挨
拶がありました。
　小口委員長より、今回の研修会は「今しかないこの時に、全力で！」をテーマとして、性別、年齢、
体力にかかわりなく楽しめる「体感型アクティビティでスキルアップ」として参加者のリーダーシッ
プを養うという方針説明がありました。
　具体的には「OODA LOOP（ウーダループ）」というObserve（観察）、Orient（状況判断）、
Decide（意思決定）、Act（行動）の４つの頭文字をとって構成される意思決定方法を取り入れた新
しいリーダー養成プログラムで、キンボール、ドッチビー、チャンバラ合戦といった軽スポーツを
通して学んでいきます。
　あわせて、参加費を従来の5,000円から3,000円に引き下げて個人参加がしやすいようにしたこと、
過去の参加者数から推し量って今回は50名募集としたことの説明があり、当日のタイムスケジュー
ル、リーフレットの内容校正、会場の設定準備、予算案、研修会組織と役割分担を協議し、当日の
司会進行のシミュレーションを行いました。
　出欠申込締切を11月８日（金）として案内を配布する（会議当日現在予定）こととし、14歳以
上30歳未満を目安に多くの熱意ある若者に参加していただきたいとのことで会議は終了しました。
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「OODA LOOP－次世代の最強組織に進化する意思決定スキル」

OODA ループ（ウーダループ）とは、Observe（観察）、Orient（状
況判断）、Decide（意思決定）、Act（実行）の４つの英単語の頭文字
で構成される、意思決定方法の１つです。現状を観察し、そこから仮
説を立てて実行していくという特性があり、リーダーとして新規事業
の立ち上げ、新商品や新サービスを開発したいなど、イノベーション
を生み出したい場面や、前例主義を打破したいといった場合に使うと
効果のあるフレームワークです。

[ 講師紹介 ] 株式会社 IKUSA
企業・自治体・商業施設の課題を見つけ、あそびで
解決する「あそび総合カンパニー」。
年間1,000件以上の実績を誇る、体験型イベント研
修のスペシャリスト集団です。

[ 参 加 者 ] 14歳以上から30歳までの熱意ある若者
国際ロータリー第2840地区各ロータリークラブ推薦
の高校生、大学生、一般（30歳まで）

参加の際にご用意いただくもの
・Tシャツや肌着等のインナー　・着替え、タオル等
・歩きやすい靴（室内用）

[ 申 込 先 ] 前橋ロータリークラブ 事務局
〒371‐0846   前橋市元総社町１９４

TEL 027-252-0532  FAX 027-254-0612
 E-mail  maebashi@rid2840.jp

国際ロータリー第2840地区  2024～2025年度  RYLA・学友委員会事業
ホストクラブ／前橋ロータリークラブ主　催

[募集人数 ] 50名 （先着順とし、定員になり次第締め切ります）
※ロータリアンを含まず

[ 申込締切 ] 2024年 11月８日金までに
裏面申込書をメール又は FAXにて送付願います。

[ 登 録 料 ] 3,000円（昼食付）
※ロータリアンの登録料も同額

2024

12.8日
前橋市第三コミュニティセンター
[ 会　   場 ]

[主なプログラム]

10：30～16：40終了予定（受付開始10：00）

〒371-0035前橋市岩神町３ー１ー１
TEL027-230-9097

OODA種目①キンボール
OODA講義OODA LOOPレクチャー
OODA種目②ドッチビー
OODA種目③チャンバラ合戦

痛くないドッチボール

ドッチビー

巨大なボールを打ちあえ！

キンボール

大人も子供も楽しめる

チャンバラ合戦
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▲
FAX 027（254）0612
第23回 （通算43 回） RYLA研修会 参加申込書第23回 （通算43 回） RYLA研修会 参加申込書

所属クラブ

①

②

③

④

⑤

⑥

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

氏　　名

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

氏　　名

氏　　名

氏　　名

氏　　名

氏　　名

（　　　　　　　　　　　　）ロータリークラブ

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

勤務先等（米山奨学生は出身国） 生年月日 年　　齢 性別 ロータリアン
であれば〇

年　　　月　　　日 生 歳

住　　所　　〒　　　　ー 連絡先（携帯番号）

【返信先】　前橋ロータリークラブ事務局
　　　　　　TEL  ０２７（２５２）０５３２
　　　　　　FAX  ０２７（２５４）０６１２
　　　　　　E-mail : maebashi@rid2840.jp

　　　　　　　　　　上記のとおり申込み致します。

尚、登録料　＠３,０００円×　　　名分　　合計　　　　　　　　円を

　　　　　　　　　  　　　　１１月３１日までに下記口座へ振込ください。

　　　　　　　　　  　　　　群馬銀行本店営業部　普通 2764366　

　　　　　　　　　  　　　　　  RYLA 学友委員会　委員長　小口有高
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第２回地区運営連絡会議

日　時／2024年10月４日（金）18：00～19：00
会　場／桐生倶楽部　６号室
出席者／森　末廣ガバナー、保坂充勇直前ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト、

三好建正ガバナーノミニー、後藤圭一代表地区幹事、樋口哲雄地区幹事
櫻井正晴三好年度地区幹事、松島宏明地区会計長

オブザーバー／森田高史パストガバナー、新井良和地区ラーニング・管理運営委員
報告者／代表地区幹事　後藤圭一（桐生RC）

　森　末廣ガバナー年度の第２回地区運営連絡会議が下記次第により、桐生倶楽部にて開催されま
した。

【ガバナー挨拶】	 ガバナー	 森　　末廣

【森ガバナー年度現況報告】	 ガバナー	 森　　末廣

【竹中年度進捗状況について】	 ガバナーエレクト	 竹中　　隆

【ガバナーとしての心構えについて】	 直前ガバナー	 保坂　充勇

【地区運営について】	 パストガバナー	 森田　高史
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米山記念奨学生カウンセラーセミナー

日　時／2024年10月６日（日）11：00～12：30
会　場／前橋問屋センター会館
出席者／�森　末廣ガバナー、竹内正幸米山記念奨学委員会アドバイザー、竹中　隆ガバナーエレクト、

後藤圭一代表地区幹事、高沢克治米山記念奨学委員長、同委員10名
大友一之地区副幹事、木村明宣地区副幹事、山形　剛地区副幹事、
各クラブ米山カウンセラーほか

報告者／米山記念奨学委員会副委員長　矢内良春（伊勢崎南RC）

　本研修はカウンセラーを対象に毎年行っており、カウンセラーとして最も重要な研修です。
　森　末廣ガバナーの挨拶に始まり、続いて高沢克治米山記念奨学委員長より「カウンセラーの重
要性」についてパワーポイントを使い説明がありました。
　カウンセラーの役割について、国際奉仕の最前線＝「パイプ役」として奨学生にロータリー精神
を伝えるなど４項目を挙げました。それから、奨学生の義務について、出国・帰国時について例え
を挙げて説明しました。
　そして、今回最も重要なテーマとして、「ロータリアンの行動規範」と「ハラスメント」について
詳しく述べました。ハラスメントについては昨今の時代背景もあり最重要項目としてその対策につ
いて、実際に他地区などであった事例を挙げて説明し理解を深めました。万が一の時についても危
機管理手順を守り「小さなことでも早めに相談する事が最も重要」との説明もありました。その他、
反対に奨学生の不祥事例などによるトラブル事例も紹介され、ロータリアンが気を付ける事は勿論
の事、奨学生の行動にも目をくばり注意することも必要だと説明しました。
　高沢委員長の説明後、カウンセラー体験発表として2022-24学年度カウンセラー小保方由紀子様

（高崎RC）から奨学生が作ったパワーポイントを使い発表しました。
　その後、カウンセラー意見交換会として５名１グループ計４グループとして意見交換を行いました。
初めて又はベテランカウンセラーともに有意義な意見交換が出来たと思います。最後に竹内正幸米
山記念奨学委員会アドバイザーから講評をいただき閉会となりました。
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日　時／2024年10月６日（日）13：30～15：40
場　所／前橋問屋センター　華龍の間
出席者／森　末廣ガバナー、竹内正幸米山記念奨学委員会アドバイザー、

竹中　隆ガバナーエレクト、後藤圭一代表地区幹事、高沢克治米山記念奨学委員長、
同委員10名、大友一之地区副幹事、
木村明宣地区副幹事、山形地区副幹事、
各クラブ会長、会長エレクト、幹事、米山奨学委員長ほか

報告者／米山奨学委員　西田俊太郎（沼田RC）

　まず初めに森　末廣ガバナー、米山記念奨学委員会アドバイザーである竹内正幸パストガバナー
の挨拶があり活動紹介DVDの視聴の後、今年度米山奨学生のレティ ゴック ウェンさん、郭　妍妍
さんが米山奨学生となってからの体験発表をしてくれました。講演は「あなたが世界に与えたものは、
世界もあなたに返してくれる」と題してよねやま親善大使のイメン ジェブリさんがご自身の経験を
もとにいかにこの奨学金によって自分の夢に向かうことができたかお話しくださいました。休憩後、
趙　元鼎米山学友会会長が学友会の紹介を行い、高沢克治委員長が米山記念奨学事業について説明
しましたが今年度は特にハラスメントのことについて多くの時間を使いました。終わりに竹中　隆
ガバナーエレクトに講評をいただき終了いたしました。

米山記念奨学セミナー
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日　時／2024年10月12日（土）10：00～12：00
場　所／前橋問屋町センター会館　　ガバナー事務所
出席者／森　末廣ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト、吉井宏文青少年交換委員長、

櫻井正晴青少年交換副委員長、小暮健一委員、久保文孝青少年交換委員、
小中和子青少年交換委員、木村明宣地区副幹事

報告書／地区副幹事　木村明宣（桐生西RC）

　10月12日（土）、ガバナー事務所にて「第２回青少年交換委員会」が開催されました。内容は下
記の通りです。
� 司会進行：吉井委員長
１．青少年交換プログラム派遣学生選考会について

　本日午後開催の青少年交換プログラム派遣学生選考会について担当の振り分け及び設営につ
いて吉井委員長から説明がされた。

２．今後のスケジュールについて
　選考会終了後、10月17日に合格者について合格発表メールと10月31日を期限として①交換
申請書をダウンロードして各項目記入とホストクラブ他署名までの記入②パスポートの取得の
課題を本人、保護者、所属学校に送付することが吉井委員長から説明された。
　今後のスケジュールとしては、令和６年11月17日（日）に第３回委員会を開催し、派遣学生
の担当及び問題点について確認し、同日13時から第１回派遣学生オリエンテーションを開催し、
担当委員を中心にYESSシステムの登録、本人の顔写真を撮影し、申請書を補正することになった。
　また、12月１日（日）第２回派遣学生オリエンテーション、12月８日（日）派遣学生オリエ
ンテーションを開催する。12月15日（日）10時から第４回委員会を開催し、12月22日ホストク
ラブオリエンテーションの打合せ・１月26日開催の2023－2024年度受入学生歓迎会の打合せ・
令和６年６月７，８日開催の青少年交換集会青森への出席についての参加と予算検討をする。同
日13時から第４回派遣学生オリエンテーションを開催し、予防接種の説明をすることになった。
　12月22日第１回ホストクラブオリエンテーションを開催することになった。
なお、派遣学生への課題として、12月末を期限として自己紹介資料を作成させることにする。
　来年の予定としては、令和７年１月19日13時よりROTEX支援による自己紹介資料の補正を
することになった。令和７年１月26日に受入学生歓迎会を開催する。令和７年４月13日13時
より第５回委員会を開催し、青年交換研究集会青森への参加者を決定し、派遣学生のVISA申請
書類の打ち合わせをする。同日13時より交換先との予防接種終了と申請部分の小中委員のサイ
ンをし、交換先の保険の確認をする。５月11日13時より第６回委員会を開催し、５月25日開
催予定のホストクラブオリエンテーションの打合せ、６月15日開催予定の派遣学生壮行会と受
入学生送別会の打合せをすることになった。５月25日に第２回ホストクラブオリエンテーショ
ンを開催する。６月15日13時から派遣学生壮行会及び受入学生送別会を開催する予定である。

３．その他
　地区大会には留学生２名来るので、地区大会にて登壇する予定である。

第２回青少年交換委員会
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日　時／10月６日（日）12日（土）13時20分～16時10分
会　場／前橋問屋センター会館２階（春の間、夏の間、竹の間、梅の間）　ガバナー事務所
参加者／森　末廣ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト、吉井宏文青少年交換委員長、

櫻井正晴青少年交換副委員長、小中和子青少年交換委員、小暮健一青少年交換委員、
久保貴則青少年交換委員、久保文孝青少年交換委員
ROTEX　飯塚もも子、熊木玲菜、津久井歩里
清水　哲地区副幹事、河内良範地区副幹事

報告者／地区副幹事　河内良範（桐生西RC）

　今回は、長期３名・短期１名の志願がありました。櫻井正晴副委員長から開会の挨拶、そして司
会進行のもと、森ガバナーより挨拶、吉井宏文委員長より挨拶・趣旨説明・諸事連絡があり選考会
が始まりました。選考会は10月６日と12日の２日間に分けて行われました。
　志願者及び選考会日程は以下の通りです。

10月 ６ 日	 田中浩輔　　　新島学園　　　　　２年生　長期
10月12日	 飯塚仁実　　　共愛学園　　　　　１年生　長期
	 柴崎紅杏　　　共愛学園　　　　　２年生　長期
	 野生こころ　　新島高校　　　中学２年生　短期　　

　当日は、13時20分より学生・保護者面接、学生英会話面接、学生筆記試験、保護者オリエンテー
ションの順に選考会は行われ、森ガバナー、竹中ガバナーエレクト、吉井委員長による面接では、
昨今の派遣・受け入れの説明や注意点、学生への質疑応答が行われました。保護者オリエンテーショ
ンでは吉井委員長からロータリークラブや青少年交換プログラムの説明や注意点、ROTEXからは体
験談を話していただきました。閉会に当たり、竹中　隆ガバナーエレクトより講評をいただき選考
会を終了しました。
　15時41分より、ガバナー事務所にて採点の集計が行われました。

選考結果
合格者	 長期　　　田中浩輔　　飯塚仁実　　柴崎紅杏
	 短期　　　野生こころ� 計４名

青少年交換プログラム派遣学生選考会
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ALL 群馬チャリティープロジェクトvol.1〜アクトの日〜

　先般９月１日（日）に、地区ローターアクト奉仕事業「ALL 群馬チャリティープロジェクトvol.1
〜アクトの日〜」を開催いたしました。
　地区内外のローターアクターに加え、伊勢崎ロータリークラブ、太田ロータリークラブ、高崎北ロー
タリークラブより、総勢20名以上のご登録をいただき、初心者でも取り組みやすいパークゴルフを
通じて親睦を深め、寄付を集めました。当日ご参加の皆様からは、パークゴルフがこんなに楽しい
とは思わなかったとのお声もいただき、ローターアクト活動の一つの目的である「奉仕を通じた親睦」
を体現した事業であったと思います。
　今回、以下趣旨にご賛同いただきご参加くださった皆様、そして当日お心付けを頂戴いたしました
伊勢崎ロータリークラブの皆様、沼田ロータリークラブの皆様、ご協力誠にありがとうございました。

〜「アクトの日」とは〜
　アクトの日とは、ローターアクト（RAC）が奉仕活動を行う日です。全国統一アクトの日として、
９月10日（アク（９）ト（10））に最も近い日曜日に実施されるのが一般的です。
　アクトの日は、1984-85年度の全国ローターアクト代表者会議にて定められ、ローターアクター
だけでなく、ロータリアン、インターアクターなどロータリーファミリーが協力して奉仕活動を行
うのが特徴です。

●開催概要
日　　時：令和６年９月１日（日）12：30〜17：00
開催場所：吉岡町緑地運動公園（住所：群馬県北群馬郡吉岡町漆原2004番地）
参　　考：https://www.yoshioka-onsen.jp/park/park-golf.html
内　　容：パークゴルフ

●「ALL 群馬チャリティープロジェクト」について
【趣旨】

　�地区内の各ローターアクトクラブ同士が、クラブの垣根を超えて親睦を深めることができる
奉仕事業を展開する。

【概要】
・通年計３回開催し、１年を通して参加者より集めた登録料をポリオに寄付する。
・�当地区内のローターアクトクラブは、当プロジェクトに参加することを例会のメイクと替え

ることができる。
・�当プロジェクトへの各クラブそれぞれの総登録者数（オブザーバー含む）を集計し、最も高

かったクラブには年次大会で表彰を行う。
【目的】

・�単発での登録料やニコニコbox、募金等で大きな金額を集めることは、ローターアクトにとっ
ては難しい。そのため、通年開催をしコツコツ積み立てることで、開催経費以上の大きな寄
付金額を集めることが可能となる。

ローターアクトクラブ活動報告
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・�当地区行事と併せて、クラブ例会、会長幹事会をすべて同日に行うことで、地区役員や各ク
ラブ会長幹事の負担の軽減、及び会場費等の事務経費の削減を実現する。

・�通年開催によって、クラブ同士やクラブの垣根を超えた会員同士の交流を深める場の提供と
する。

【開催日程・内容】
・vol.１〜アクトの日〜：2024年９月１日（日）マレットパークゴルフ
・vol.２〜迎春〜：2025年１月５日（日）書き初め&上毛かるた
・vol.３comingsoon!

「第８回群馬新潟合同行事」

●開催概要
日　　時：2024年９月22日（日）
開催場所：妙高サンシャインゴルフワールドくるみヶ丘
ホスト地区：国際ロータリー第2560地区ローターアクト（新潟）
内　　容：ゴルフ

　毎年、持ち回りで開催している群馬新潟合同行事ですが、今年度は2560地区（新潟）がホスト
地区としてゴルフレッスンを開催していただきました。
　当日の朝は生憎の雨でしたが、総勢24名（新潟13名、群馬11名）が参加をして午前中にゴルフレッ
スン、午後にショートコースにてゴルフを体験しました。参加メンバーの半数以上はゴルフ未経験
ではありましたが、午前中のレッスンではティーテングプロからスイングの基礎を教えていただき、
真剣な眼差しで各会員取り組んでいました。午後のショートコースでは心配された雨も止み、楽し
くプレーを終えることができました。
　その後は表彰式と懇親会を用意していただき、盛況のうちに合同行事を終了し、ゴルフを通じて
2560地区（新潟）の皆様と親睦を深めることができました。
　来年度の第９回新潟群馬合同行事は当地区の担当になります。2560地区と2840地区がより一層
良き関係性を築ける行事にできればと考えております。
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【カルガリー大会のご案内】
2024-2025年度　各ロータリークラブ
会長・幹事　各位

国際大会推進委員会
委員長　高野　由博（高崎北RC）

　拝啓　皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　いつも大変お世話になっております。
　2024-2025年度　国際大会推進委員会の高野と申します。

　さて、2025年６月21日から25日の日程で開催されるカルガリー国際大会について、参加登録の
ご案内と航空券発券・ホテル確保に関するお知らせを申し上げます。

　カルガリー国際大会の登録受付はすでに開始されております。今回の大会においては、航空会社
のグループ旅行への対応の変化およびカルガリーの全体ホテル数が少ないことも踏まえて、航空券
およびホテルの確保について早めの手配が必要との連絡を旅行会社より受けております。つきまし
ては、カルガリー国際大会にご参加予定の方は、なるべく早めに参加登録を行い（次回割引期限12
月15日）、航空券の発券およびホテルの手配を進めていただけますようお願い申し上げます。

　モデルプランとしては、６月21日（土曜）に出発し、同日現地に到着後、抄録を受け取り、22日（日
曜）に開会式に参加、夜は地区ナイトを予定しています。当日朝は任意参加の日本人親善朝食も開
催されます。23日（月曜）はカナディアンロッキーの観光を楽しみ、24日（火曜）に現地を出発し、
翌日25日（水曜）に帰国予定です。往復共にいったん成田からの直行便が案内されております。座
席が確保できるかは航空会社にリクエストをあげて回答を待つ形となりますが、確実なご参加者人
数やお名前が確定しているほど座席確保に有利になります。

　現在、旅行会社「日洋航空株式会社」（2024年11月末まで営業予定）の後身「日洋航空サービス
株式会社」（旅行業登録中）にて、全体の取りまとめをお願いしております。各クラブ単位で参加者
を取りまとめのうえ、できるだけ早くお申し込みいただきますよう、重ねてお願い申し上げます。なお、
各クラブに旅行会社に所属する会員の方がいらっしゃる場合には、その方を通じた個別対応でも問
題ございませんので、ご安心ください。

　日洋航空サービス株式会社の担当者は長澤宏美様です。ご連絡は090-9346-1577（月曜日を除
く）　もしくはLINE　ID:　hiromiatparisまでお願いいたします。

　何卒よろしくお願い申し上げます。
� 敬具

　　　　　2024年９月吉日

カルガリー大会のご案内
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【カルガリー大会2025参加５日間】
国際ロータリー第2840地区　ご参考日程①

旅行期間：2025年６月21日（土）～25日（水）

ご旅行代金概算
　（予約後すぐ発券、変更不可の時価航空運賃を利用した場合）２名様１部屋　485,000円（一人
あたり）燃油サーチャージおよび空港諸税　81,670円（2024年９月現在、２か月ごとに変動）
お一人部屋追加料金107,000円

月日 都市名 発着 現地時間 交通機関 摘　　　要 食事

１ 2025

6/21

（土）

東京・成田

カルガリー

発

着

18:30

12:45

WS-81 ✈ウエストジェット直行便でカルガリーへ。

（所要時間９時間15分）

専用車にて大会会場へ。

登録受取手続き後、会場からホテルへ。

カルガリー/

デ ル タ カ ル ガ リ ー エ ア ポ ー ト ホ テ ル な ど

（泊）

夕:機

朝:機

昼:○

夕:―

２ ６/22

（日）

カルガリー 国際ロータリー年次大会（開会式）
10:00－12:00（予定）

OP：日本人親善朝食会07:30-09:00

第2840地区ガバナーナイト（申込制）
カルガリー/デルタカルガリーエアポートホテルなど（泊）

朝:―

昼:―

夕:―

３ ６/23

（月）

カルガリー

バンフ

専用車でカナディアンロッキーツアー

バンフ（泊）

朝:―

昼:―

夕:―

４ ６/24

（火）

バンフ

カルガリー

発 15:10 WS-80 ✈ウエストジェット直行便でご帰国の途へ。

（所要時間10時間15分）

機中（泊）

朝:―

昼:―

夕:機内

５ ６/25

（水）

東京・成田 着 16:25 到着後、ご自由解散 朝:機内

昼:―

夕:―

＊フライトスケジュールは、航空会社の都合により多少変更となる場合がございます。
・国際大会会場への移動に関して朝食会、開会式ご参加に合わせて専用バスを手配いたします。
・会場との距離は20〜30分となります。
・日程①ですとカナディアンロッキーは旅程に含まれる予定ですが、ご希望のオプショナルツアーがございましたら、
検討させていただきます。
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【カルガリー大会2025参加５日間】
国際ロータリー第2840地区　ご参考日程②

旅行期間：2025年６月20日（金）～24日（火）

ご旅行代金概算
（予約後すぐ発券、変更不可の時価航空運賃を利用した場合）２名様１部屋　498,000円
燃油サーチャージおよび空港諸税　81,670円（2024年９月現在、２か月ごとに変動）
お一人部屋追加料金107,000円（見積有効期限2024年９月18日）

月日 都市名 発着 現地時間 交通機関 摘　　　要 食事

１ 2025

6/20

（金）

東京・成田

カルガリー

バンフ

発

着

18:30

12:45

WS-81

専用車

✈ウエストジェット直行便でカルガリーへ。

（所要時間９時間15分）

着後、昼食。

専用車でカナディアンロッキーツアー拠点の

ひとつ、バンフへ。

� バンフ予定（泊）

夕:機

朝:機

昼:○

夕:―

２ ６/21

（土）

バンフ
カナディアンロッキー

カルガリー

カナディアンロッキーの観光

専用車にて大会会場へ。

登録受取手続き後、会場からホテルへ。

カルガリー/デルタカルガリーエアポートホテルなど（泊）　

朝:―

昼:―

夕:―

３ ６/22

（日）

カルガリー 国際ロータリー年次大会（開会式）
10:00－12:00（予定）

OP：日本人親善朝食会　07:30-09:00

第2840地区ガバナーナイト（申込制）
� カルガリー/デルタカルガリーエアポートホテルなど（泊）

朝:―

昼:―

夕:―

４ ６/23

（月）

カルガリー 発 15:10 WS-80 朝食後、カルガリー市内観光

✈ウエストジェット直行便でご帰国の途へ。

（所要時間10時間15分）

� 機中（泊）

朝:―

昼:―

夕:機内

５ ６/24

（火）

東京・成田 着 16:25 　 到着後、ご自由解散 朝:機内

昼:―

夕:―

＊フライトスケジュールは、航空会社の都合により多少変更となる場合がございます。
・国際大会会場への移動に関して朝食会、開会式ご参加に合わせて専用バスを手配いたします。
・会場との距離は20〜30分となります。

【ウエストジェット利用2025年ロータリー大会開催中の予約に関しまして】
１．お座席確保費用　１席11,000円　ご利用の場合は旅行代金に充当されます。
　　キャンセル分は没収となります。
２．ご予約後14日以内に１を航空会社に支払います。
３．グループ人数が10名様を下回った場合は１名様につき25,000円プラスされます。
４．日程を変更する場合は25,000円の変更費用がかかります。
５．ご出発日90日前の発券となります。発券後の取消料350,000円
　　2024年８月20日現在のものでルールは予告なく変更される場合がございます。
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ガバナー公式訪問要領・ガバナー公式訪問日程表

1．ガバナー公式訪問は、単独クラブ訪問とします。

2�．人数はガバナー、ガバナー補佐、及び代表地区幹事又は担当地区副幹事のいずれか１～２名の
計３～４名が原則訪問します。

3�．ガバナー補佐は、事前に所管のクラブを訪問し、例会に出席して公式訪問の意義を説明し、多
くの会員に出席していただくように要請してください。

　�　また、クラブ協議会に参加したり、例会の前後の時間を利用し、クラブ役員と懇談し、各クラ
ブの現況と課題、公式訪問における要望事項について協議し、所定の書式にて公式訪問の1週間
前までにガバナー事務所まで報告してください。

4．公式訪問の進め方
　　⑴　クラブ役員との懇談会〔例会前60分〕
　　　　�会長・幹事・会長エレクト・クラブラーニングファシリテーター・副会長・会員増強委員長・

公共イメージ委員長・クラブが課題と認識している担当委員長等、及び地区役員、新会員、イ
ンターアクト・ローターアクト提唱クラブは、各会長（IACの場合は顧問教師も）も出席して
ください。

　　⑵　例会
　　　　�ガバナースピーチとして30分程度時間を割いてください。パソコンを持参致しますので、

プロジェクター・スクリーンのご用意をお願いします。
　　⑶　クラブ協議会〔例会後60分〕
　　　　※�当初、例会後にクラブ協議会を実施することとしておりましたが本年度も実施しないこ

とにいたしましたのでご了承下さい。

5�．公式訪問の目的は、ガバナー自身が地区内の各クラブを以下の目的をもって訪問するものとさ
れております。

　　１．ロータリーの重要な問題に焦点を当て関心を持たせる。
　　２．少人数クラブ、あるいは問題を抱えたクラブに関心を払う。
　　３．奉仕活動参加へのロータリアンの意欲をかきたてる。
　　４．クラブの定款と細則が、ロータリーの組織規程を遵守していることを確認する。
　　５．顕著な貢献をした地区内のクラブをガバナー自ら聴取する。

６�．各クラブは現況報告書４部を８月31日までにガバナー事務所へ、１部をガバナー補佐へ提出し
てください。８月及び９月１，２週に予定されているクラブは、仮報告書で結構ですので、訪問の
２週間前までに提出してください。
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第2840地区　2024‒2025年度　ガバナー公式訪問日程表

2024年８月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
沼田

（第5分区）
渋川

（第5分区）

25 26 27 28 29 30 31
伊勢崎東

（第2分区B）
伊勢崎

（第2分区B）
藤岡南

（第6分区）

2024年９月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5 6 7
安中

（第6分区）
太田西

（第4分区A）

8 9 10 11 12 13 14
前橋北

（第1分区）
高崎セントラル

（第3分区）
富岡中央

（第6分区）

15 16 17 18 19 20 21
館林西

（第４分区B）
藤岡

（第6分区）

22 23 24 25 26 27 28
渋川みどり

（第5分区）
草津温泉

（第5分区）

29 30
高崎

（第3分区）
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2024年10月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5
前橋中央

（第1分区）
館林

（第4分区B）

6 7 8 9 10 11 12
前橋

（第1分区）
高崎北

（第3分区）
太田中央

（第4分区A）

13 14 15 16 17 18 19
太田南

（第4分区A）
群馬境

（第2分区B）

20 21 22 23 24 25 26

地区大会 新田
（第4分区A）

伊勢崎中央
（第2分区B）

27 28 29 30 31
大泉

（第4分区B）
館林ミレニアム

（第4分区B）

2024年11月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2
前橋西

（第1分区）

3 4 5 6 7 8 9
富岡かぶら

（第6分区）
前橋東

（第1分区）
高崎シンフォニー

（第3分区）

10 11 12 13 14 15 16
伊勢崎南

（第2分区B）
館林東

（第4分区B）
碓氷安中

（第６分区）

17 18 19 20 21 22 23
高崎南

（第3分区） ※ 高崎東
（第3分区）

24 25 26 27 28 29 30
藤岡北

（第６分区）
富岡

（第６分区）
沼田中央

（第５分区）

※富岡かぶらRCのガバナー公式訪問は11月５日に変更となりました。
※11月20日に予定されていました前橋南RCのガバナー公式訪問は12月４日に変更となりました。
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2024年12月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5 6 7
中之条

（第5分区）
前橋南

（第1分区）
太田

（第4分区A）

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

2025年１月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
桐生赤城

（第2分区A）
桐生南

（第２分区A）
桐生西

（第2分区A）

19 20 21 22 23 24 25
桐生

（第2分区A）

26 27 28 29 30 31
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

2023年9月  1（金） 森ガバナーエレクト事務所開設 　

10（日） 10:30 ～ 第２回ガバナー諮問委員会（保坂年度主催） 前橋商工会議所会館

11月 17（金） 19:00 〜 第１回ガバナー補佐会議 桐生倶楽部

12月 9（土） 13:00 〜 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 前橋問屋センター会館

9（土） 17:00 〜 第３回ガバナー諮問委員会（森年度用・保坂年度主催） ロイヤルチェスター前橋

9（土） 18:00 〜 森ガバナーエレクト壮行会（保坂年度主催） ロイヤルチェスター前橋

2024年1月 7（日）~11（木） 国際協議会（森ガバナーエレクト出席） オーランド（フロリダ州）

29（月） 15:00 〜 第１回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

2月 17（土） 第４回ガバナー諮問委員会・GE報告（保坂年度主催） 前橋商工会議所会館

17（土） 13:00 〜 地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所会館

19（月） 15:00 〜 第2回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

3月 11（月） 10:00 〜 第２回ガバナー補佐会議 ガバナー事務所

16（土） 10:00 〜 会長エレクト・次年度幹事セミナー（PETS・SETS） 桐生商工会議所会館

23（土） 10:00 〜 第3回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

4月   7（日） 14:00 〜 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

5月 19（日） 終日 地区研修・協議会　式典 桐生市市民文化会館

19（日） 夜 地区研修・協議会　懇親会

25（土）~29（水） 国際大会　 シンガポール

6月 22（土） 午後 第５回ガバナー諮問委員会（保坂年度主催） ホテルベラヴィータ

22（土） 午後 現新地区役員合同連絡会議（保坂年度主催） ホテルベラヴィータ

23（日） 12:30 ～ 青少年交換短期派遣学生壮行会・受入学生歓迎会 前橋問屋センター会館

24（月） 14:00 ～ クラブ管理運営セミナー 前橋問屋センター会館

24（月） 15:45 ～ 第３回ガバナー補佐会議 前橋問屋センター会館

7月   1（月） 森ガバナー事務所開設

  8（月） 15:00 〜 第4回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

20（土）   9:00 〜 インターアクト年次大会 高崎総合福祉センター

21（日） 10:30 ～ 第１回ガバナー諮問委員会 桐生俱楽部・吉野家

28（日） 10:00 ～ 青少年交換学生ホストクラブオリエンテーション・長期派遣学生壮行会 前橋問屋センター会館

8月   4（日） 13:00 ～ ＲＬＩファシリテーター研修会 前橋問屋センター会館

21（水） 12:00 ～ 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館

24（土）   7:45 ～ ロータリー野球大会（開会式） 桃ノ木川グランド

25（日） 11:00 ～ 第5回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

25（日） 13:30 ～ クラブ活性化ワークショップ 前橋問屋センター会館

9月   1（日） ロータリー野球大会 桃ノ木川グランド

  7（土） 地区チャリティーゴルフ大会 鳳凰ゴルフ倶楽部

  8（日） 11:00 〜 第２回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館

  8（日） 14:00 〜 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋商工会議所会館

第6回地区ラーニング・管理運営委員会

14（土） 13:30 ～ ロータリー財団補助金管理セミナー Gメッセ群馬

29（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅠ 前橋問屋センター会館

29（日） ロータリー野球大会　 桃ノ木川グランド

2024-2025年度　地区主要行事予定表
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

10月 6（日） 11:00 〜 米山記念奨学生カウンセラーセミナー 前橋問屋センター会館

6（日） 13:30 〜 地区米山記念奨学セミナー 前橋問屋センター会館

12（土） 13:00 〜 青少年交換派遣学生選考会

19（土） 午後 地区リーダーシップセミナー 桐生グランドホテル

19（土） 夜 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 桐生グランドホテル

20（日） 終日 地区大会　式典 美喜仁桐生文化会館

26（土） ロータリー野球大会 桃ノ木川グランド

27（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅡ 前橋問屋センター会館

11月 8（金） 14:30 〜 公共イメージ向上・ICT推進セミナー 前橋問屋センター会館 ※

16（土） クラブ管理運営セミナー（竹中年度主催） ※

24（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅢ 前橋問屋センター会館

30（土） 米山記念奨学生選考会面接員オリエンテーション ロイヤルチェスター前橋 ※

30（土） 米山学友会忘年会 ロイヤルチェスター前橋 ※

12月 第7回地区ラーニング・管理運営委員会

8（日） RYLA研修セミナー 前橋市第３コミュニティーセンター

2025年1月 19（日） 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館

19（日） IA海外研修オリエンテーション 前橋問屋センター会館

25（土） 第3回ガバナー諮問委員会 ロイヤルチェスター前橋

25（土） 竹中ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋

26（日） 青少年受入学生歓迎会 ホテルメトロポリタン高崎

2月 8（土） 午後 DEIフォーラム 前橋問屋センター会館 ※

9（日）~13（木） 国際協議会（竹中ガバナーエレクト参加） オーランド（フロリダ州）

ローターアクト年次大会

22（土） 第4回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館

22（土） 地区チーム研修セミナー（竹中年度主催） 前橋商工会議所会館

23（日） ロータリー創立記念日

3月 1（土） 米山記念奨学生修了式・歓送会 ホテルメトロポリタン高崎

新会員セミナー

8（土） RA年次大会 美喜仁桐生文化会館 ※

8（土）~9（日） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（竹中年度主催） 磯部ガーデン

28（金）~31（月） インターアクト海外研修

4月 18（金）~20（日） インターアクト海外台湾受入れ

20（日） 新規米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション 前橋問屋センター会館

20（日） 新規米山記念奨学生オリエンテーション 前橋問屋センター会館

米山記念奨学生資格面談

青少年交換ホストクラブ第１回オリエンテーション

5月 地区補助金最終審査会

18（日） 地区研修・協議会（竹中年度主催） 群馬音楽センター ･ホテルグランビュー高崎

6月 7（土） 米山学友会総会 ホテルメトロポリタン高崎

第５回ガバナー諮問委員会

現新地区役員合同連絡会議

21（土）~25（水） 国際大会 カルガリー（カナダ）

青少年交換受入学生歓迎会・夏季交換学生歓迎会

米山記念奨学生指定校選定会議

※2024.11.30（土）「米山記念奨学生選考会オリエンテーション」及び「米山学友会忘年会」の会場が上記へ変更となりました。
※2025.3.22（土）〜 23（日）「会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（竹中年度主催）」の日付が上記へ変更となりました。
※2024.11.8（金）「公共イメージ向上・ICT推進セミナー」を開催することとなりました。
※2025.2.8（土）「DEIセミナー」を開催することとなりました。
※2025.3.8（土）「RA年次大会」の日程が決定致しました。
※2024.11.16（土）「クラブ管理運営セミナー」（竹中年度主催）は延期することとなりました。（日程予定）
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2024-2025年度　周年行事予定クラブ

年 月 日 曜日 周年 ク ラ ブ 名 場　　　　所
2025 3 29 土 50 伊勢崎中央RC ニューいづみ

2025 4 6 日 60 安中RC 磯部ガーデン

2025 4 12 土 40 前橋南RC 前橋商工会議所会館

2025 4 19 土 25 館林ミレニアムRC 文右衛門ホール

2024-2025年度　ＩＭ開催予定表

年 月 日 曜日 分　　　区 場　　所
2024 11 16 土 第１分区 前橋プラザ元気21

第２分区Ａ

第２分区Ｂ

第３分区

第４分区Ａ

第４分区Ｂ

第５分区

第６分区

2024-2025年度　周年行事・IM開催予定
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「ロータリー財団をわかり易くクラブに伝えるために」 

～財団への支援は“クラブの活性化” ＆ “会員増強”に繋がる～ 

 

第１地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 梶原 等 （千葉 RC） 

 
 11月はロータリー財団月間です。 

ロータリーのリーダーの皆様は、各ポジションでロータリー財団の役割をどの様に伝え

ますか。今年度ロータリー財団管理委員長であるマーク・ダニエル・マローニー氏は以

下の様に例えました。国際ロータリーを一つの愛車（Car）に例えロータリー財団はその

愛車のエンジンであると。 

そしてエンジンを動かす為には燃料（ガソリン）が必要です。その燃料は私達ロータリア

ン一人一人の支援（寄付）であるとメッセージを発信されております。 

私達世界中のロータリー会員が様々な分野で活動をするときロータリーという“車”

が世界中を駆け回る事になります。 

この愛車を Rotary・Car とするならばその車は広報活動の役割を持ち、ロータリーのブランド力を広げる為に世界の

平和の為に走りまわるのです。 

 ロータリーが目指す究極の目的は「世界の平和」です。 

その役割である活動を担うのがロータリー財団でもあります。 

ロータリー財団は 7 つの重点分野である「平和構築と紛争予防・疾病予防と治療・水と衛生・母子の健康・基本的教育

と識字率の向上・地域社会の経済発展・環境」この 7 つをベースに各種活動プログラムの支援をし、活動プログラムのリ

ソースの提供、活動資金であるグローバル補助金や地区補助金等、各種補助金活用の促進、財団に関するセミナー等

を提供しております。 

 

 これ等のリソースは活用することにより自動的に各ロータリークラブの活性化へと繋が

っていきます。そして世界中一人一人のロータリー会員が超我の奉仕という根本精神の

もとロータリー財団を理解し、財団プログラムを展開した上で財団へ寄付することにより

クラブへの帰属意識が高まります。 

 更には各クラブを中心にエンゲージメントが育まれ会員の維持・増強へと繋がる事に

よりロータリーの目的である世界の平和に向かう事ができるものと感じます。 

 又、新たな取り組みとして、年次基金-シェアへ支援された方々への“感謝の意“を伝え

るために今年度から地区財団委員会が中心となり、感謝の手紙である“Thank You

レター”を届ける取り組みをスタートさせています。これは３年前の年次基金-シェアが、

具体的に自分たちの地区でどの様なプロジェクトへ活用され、成果を生んでいるかといった事を“Thank You レター”

に含め、年次基金とシェアシステムの仕組みを理解して頂き、継続的な支援につなげて頂こうという取り組みです。

（2024-25年度パイロット企画 ３Year Thank You キャンペーン） 

本キャンペーンに関するお問い合わせ先：財団室 寄付推進コーディネーター（AGO） 近藤まで 

この１１月、ロータリー財団月間に「ロータリー財団の役割と理解」を深めて参りましょう。 

コーディネーターNEWS
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「アクションプランの推進」と「3年間の目標」について（その２） 

 

第 2地域 行動計画推進リーダー 桑澤 一郎 （茅野 RC） 

 

 前回も述べましたが、アーチック国際ロータリー会長は、会長イニシアティブの一つに

「クラブにおけるアクションプランの推進」を掲げており、新たに各地域に「行動計画推進

リーダー（アクションプランチャンピオン）」なる役を設け、地区やクラブへのアクションプ

ランの浸透を推し進めています。 

 日本を包含する 1,2,3地域では、既に各地区の「地区行動計画推進リーダー」34名

が選任され、オンラインセミナーを開催するなど、順調に滑り出しています。さらに各地

区のリーダーには「クラブ行動計画推進リーダー」の選任をお願いし、概ね 7割くらい

のクラブが選任または選任の準備をおこなっているようです。まずは態勢を整え、同時

に各リーダーの知識を高め、年度内にクラブメンバーレベルへの浸透を目標としていま

す。 

 行動計画は、いわば「ロータリー活動の指針」ですので、会員一人一人が、「4つの優先事項」に沿って自らの活動、行

動ができているかを常に意識できるようになることが目標です。ロータリーが社会に合わせて変化していくこと、より大き

な影響力とメンバー同士の絆を増大させるための戦略です。 

 先日開催された 2600地区のクラブ会長エレクトのセミナーでは、「クラブ会長テーマや事業はどうすれば良いか？」

といった質問がありました。国際ロータリーは単年度目標から複数年目標にシフトしています。RI会長の年度テーマを

廃止したことがその象徴的な現れでもあります。クラブ会長の単年テーマや単年事業はある意味その方向と合致しませ

んので、できれば会長ノミニーやデジグネートなどと共にクラブ戦略計画委員会を設置し、3年間の継続テーマや事業

の構築をするのがよいのですが、急な変化に対応が難しいクラブは、徐々に進める必要もありますし、クラブ戦略計画と

してあえて単年度事業を残す、という判断もあると思います。 

一方で、クラブは「ロータリーの行動計画（指針）の推進」と「3-year rolling goals」の 2つの方針に沿った新しい

運営方法に変化していくことで、クラブの近代化、時代との整合へと導かれることも確かです。 

 いずれにしても大切なことは、この国際ロータリーによって示された方針の目的は、あくまでクラブのためのサポート、

アドバイスであるということを理解し、クラブ運営を見直し、変化していくきっかけとして捉え、クラブの意思として自ら行

動していくということであります。 
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第 3地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 庄司 尚史 （境港 RC）  
 
 コーディネーターニュース 10月号でも EPNCの柳生好春さんが述べておられたパレ

スチナ自治区ガザでのポリオワクチン接種のニュースは、世界で大きく報道されました。

毎日のように激しい戦闘が続くガザ地区で 25年ぶりにポリオ患者が発見され、ワクチ

ン投与のために一時的に戦闘の休止が実行されたという報道は、ポリオ根絶を最優先テ

ーマとしている我々ロータリアンにとって驚きのニュースでした。 

 

 WHOによると、9月 1日～12日で 56万人近くに接種できたようです。第 2弾とし

て 10月半ばに残り数万人に接種の計画があるとのことですがおおむね目標が達成でき

たそうです。ポリオがいかに人類共通の脅威であるか認識を新たにしました。ポリオワク

チン投与がガザ地区での停戦に結びつくことを期待したいものです。 

 

この報道でマスメディアの力を印象付けられました。マスメディアに取り上げられるということは「お墨付き」効果があ

るといわれています。ポリオワクチン接種の必要性が全世界に「お墨付き」を与えられたと言っていいでしょう。 

 

ロータリーとしても「お墨付き」効果を一段と強める必要があるように思います。クラブにおかれてはマスコミとのお付

き合いをどのようにされていますか？ 年に一度は懇談の機会を持っていらっしゃいますか？ 例会にお呼びされてい

ますか？ ロータリー会員になっていただくとうれしいですね。地区、グループなど広域のエリアでマスコミを活用されて

いますか？ マスコミの皆さんにロータリーの活動を大いに理解していただきましょう。 
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純純増増減減((女女性性))

2299  ((66))

3 118 120 0 1 119 1 0 88.24%

4 60 59 0 0 59 -1 22 58.33%

3 50 52 0 0 52 2 13 81.13%

3 81 80 0 0 80 -1 0 66.25%

4 57 58 0 0 58 1 4 55.17%

4 18 20 1 0 21 3 9 80.95%

384 (34) 389 (35) 1 () 1 () 389 5 71.68%

3 69 69 0 0 69 0 48 65.22%

3 38 38 0 0 38 0 10 65.79%

4 50 50 0 0 50 0 35 90.00%

4 39 40 0 0 40 1 17 72.50%

196 (33) 197 (33) 0 () 0 () 197 1 73.38%

4 81 79 0 0 79 -2 40 98.75%

4 25 24 0 0 24 -1 0 33.33%

4 90 91 0 0 91 1 29 78.02%

3 26 26 0 0 26 0 3 100.00%

3 35 35 0 0 35 0 0 97.14%

257 (20) 255 (20) 0 () 0 () 255 -2 81.45%

3 140 139 0 0 139 -1 7 51.80%

3 66 69 0 0 69 3 5 37.68%

3 77 79 0 0 79 2 29 53.16%

3 29 29 1 1 29 0 8 79.31%

3 46 46 0 0 46 0 11 100.00%

3 28 29 3 0 32 4 7 36.36%

386 (31) 391 (33) 4 (1) 1 () 394 8 59.72%

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22

ククララブブ数数 年年度度初初（（女女性性)) 当当月月初初((女女性性)) 新新会会員員((女女性性)) 退退会会数数((女女性性)) 月月末末数数((女女性性))

((11)) 33 (()) 22006611 ((117799))

年度初
(女性)

当月初
(女性)

*純増減は年度初の会員数との対比となります。

4455

22003322 ((117733)) 22005588 ((117788)) 66

自自ククララブブ出出席席率率

6688..11%%

当当月月出出席席率率（（メメイイクク含含むむ))

7755..77%%

MMyyRRoottaarryy登登録録率率((1100月月2288日日現現在在))

6699..3388%%

62.13%

前橋西 59.99% 70.24%

前橋東 53.90% 62.30%

前橋 62.13%

第
２
分
区
Ａ

桐生 68.12% 77.99%

桐生南 68.28% 77.62%

桐生西

84.07%

前橋南 60.34% 62.07%

前橋中央 75.00% 86.84%

第
１
分
区

前橋北 84.07%

合計

69.26% 87.49%

桐生赤城 72.78% 85.48%

合計 69.61% 82.15%

65.91% 71.28%

伊勢崎南 76.92% 80.67%

伊勢崎東 66.08% 66.08%

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 73.18% 87.13%

群馬境 82.95% 82.95%

伊勢崎中央 68.16% 76.97%

合計 73.46% 78.76%

合計 60.53% 68.11%

第
３
分
区

高崎 61.63% 66.67%

高崎南 50.73% 53.14%

高崎シンフォニー 68.89% 77.04%

高崎セントラル 70.53% 77.89%

高崎北 46.46% 59.29%

高崎東 64.95% 74.60%

MyRotary
登録率

(10月28日現在)
新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

メイク 出席率

出席報告（９月末現在）・MyRotary登録率
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4 68 67 0 0 67 -1 2 74.63%

3 12 12 0 0 12 0 2 41.67%

2 43 48 0 0 48 5 4 75.51%

3 23 23 0 0 23 0 5 43.48%

4 44 46 0 0 46 2 6 47.83%

190 (12) 196 (14) 0 () 0 () 196 6 56.62%

4 55 55 0 0 55 0 10 67.27%

3 26 26 0 0 26 0 2 26.92%

4 13 13 0 0 13 0 6 15.38%

2 8 8 0 0 8 0 0 25.00%

2 28 28 0 0 28 0 9 100.00%

130 (11) 130 (11) 0 () 0 () 130 0 46.92%

3 55 57 0 0 57 2 27 71.93%

2 72 79 0 0 79 7 8 98.73%

2 6 5 0 0 5 -1 0 25.00%

4 20 20 0 0 20 0 1 50.00%

4 49 50 1 0 51 2 37 100.00%

4 42 42 0 0 42 0 14 100.00%

244 (18) 253 (18) 1 () 0 () 254 10 74.28%

4 39 39 0 0 39 0 8 41.46%

3 43 43 0 0 43 0 11 79.07%

4 58 58 0 0 58 0 6 54.24%

2 8 8 0 1 7 -1 0 57.14%

3 42 42 0 0 42 0 8 71.43%

2 7 7 0 0 7 0 0 42.86%

2 22 22 0 0 22 0 7 68.18%

4 26 28 0 0 28 0 21 48.28%

245 (14) 247 (14) 0 () 1 () 246 1 57.83%

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22

新田 68.12% 75.36%

太田中央 50.54% 53.80%

第
４
分
区
Ａ

太田 49.25% 49.99%

太田西 91.67% 97.22%

太田南 76.04% 80.21%

合計 67.12% 71.32%

70.54%

第
４
分
区
B

館林 79.58% 84.47%

大泉 68.13% 71.19%

館林ミレニアム 72.28% 91.48%

合計 74.77% 82.12%

館林西 53.85% 63.46%

館林東 100.00% 100.00%

藤岡南 50.00% 73.34%

第
５
分
区

渋川 77.58% 93.38%

沼田 52.40% 63.30%

草津温泉 80.00% 80.00%

渋川みどり 55.42% 63.74%

合計 68.33% 78.18%

中之条 90.94% 92.60%

沼田中央 53.64% 76.04%

藤岡北 78.56% 78.56%

富岡中央 69.32% 75.88%

第
６
分
区

富岡 83.09% 88.33%

藤岡 64.29% 74.11%

安中 60.59% 63.30%

合計 65.24% 73.54%

碓氷安中 64.28% 64.28%

富岡かぶら 51.78%

MyRotary
登録率

(10月28日現在)
新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

メイク 出席率年度初
(女性)

当月初
(女性)
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氏 名 岡野　尋実
ク ラ ブ 富岡かぶらRC
入 会 日 2024年10月８日
職業分類 元教育委員
推 薦 者 武藤　政尚

氏 名 望月　　誠
ク ラ ブ 前橋中央RC
入 会 日 2024年９月26日
職業分類 物販業
勤 務 先 株式会社望心
役 職 代表取締役
推 薦 者 五十嵐　力

氏 名 豊岡　　均
ク ラ ブ 前橋南RC
入 会 日 2024年８月22日
職業分類 広告代理業
勤 務 先 有限会社広告社
役 職 代表取締役
推 薦 者 田嶋　宏樹

新会員紹介
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年度
初

入会
目標

入会
実績

目標
残

達成率
年度
初

入会
目標

入会
実績

目標
残

達成率

118 2 9 -7 450.0% 68 5 0 5 0.0%

60 5 0 5 0.0% 12 3 0 3 0.0%

50 2 2 0 100.0% 43 2 6 -4 300.0%

81 4 1 3 25.0% 23 3 0 3 0.0%

57 5 1 4 20.0% 44 3 2 1 66.7%

18 3 3 0 100.0% 119900 1166 88 88 5500..00%%

338844 2211 1166 55 7766..22%% 55 5 0 5 0.0%

69 5 0 5 0.0% 26 1 1 0 100.0%

38 3 0 3 0.0% 13 2 0 2 0.0%

50 3 0 3 0.0% 8 2 0 2 0.0%

39 2 1 1 50.0% 28 1 0 1 0.0%

119966 1133 11 1122 77..77%% 113300 1111 11 1100 99..11%%

81 5 0 5 0.0% 55 1 2 -1 200.0%

25 3 0 3 0.0% 72 5 7 -2 140.0%

90 4 2 2 50.0% 6 2 0 2 0.0%

26 3 0 3 0.0% 20 1 0 1 0.0%

35 1 1 0 100.0% 49 2 2 0 100.0%

225577 1166 33 1133 1188..88%% 42 2 0 2 0.0%

140 8 1 7 12.5% 224444 1133 1111 22 8844..66%%

66 2 3 -1 150.0% 39 2 0 2 0.0%

77 3 2 1 66.7% 43 3 0 3 0.0%

29 2 1 1 50.0% 58 0 1 -1 #DIV/0!

46 2 0 2 0.0% 8 1 0 1 0.0%

28 3 4 -1 133.3% 42 2 0 2 0.0%

338866 2200 1111 99 5555..00%% 7 2 0 2 0.0%

22 2 0 2 0.0%

26 2 2 0 100.0%

224455 1144 33 1111 2211..44%%

＊上記の数値は新会員入会者のみの目標および実績を
表記しております。退会者数はカウントしておりません。
よって各クラブの現在の会員数を示すものではありませ
ん。

第
３
分
区

富岡

藤岡

安中

藤岡北

富岡中央

碓氷安中

高崎東

高崎北

高崎シンフォニー

高崎セントラル

合合計計

合合計計

富岡かぶら

第
６
分
区

合合計計

第
５
分
区

渋川

沼田

草津温泉

中之条

沼田中央

渋川みどり

藤岡南

合合計計

第
４
分
区
B

高崎

高崎南

館林

大泉

館林西

館林東

館林ミレニアム

合合計計

第
２
分
区
Ｂ

合合計計

伊勢崎

群馬境

伊勢崎中央

伊勢崎南

伊勢崎東

合合計計

第
２
分
区
Ａ

桐生西

桐生赤城

桐生

桐生南

4444%%

太田西

太田南

新田

太田中央

前橋中央

第
４
分
区
Ａ

合合計計

前橋

前橋西

前橋東

前橋北

前橋南

新新会会員員　　入入会会実実績績報報告告

目標残新会員　入会目標年度初

太田

クラブ名

達成率

クラブ名

クラブ数 新会員　入会実績

22003322 112244 55444455 7700

第
１
分
区

新会員入会実績報告（９月末日現在）
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訃報

氏　名　槻
つき
岡
おか
　行
ゆき
支
し

クラブ　大泉ロータリークラブ
入会日　2012年11月７日
逝去日　2024年８月30日
享　年　83歳
ロータリー歴　11年９ヶ月
勤務先　㈱槻岡工業
役　職　代表取締役

【ロータリー歴他】
＜クラブ役員＞
　2015-2016年度	 会長
　2020-2021年度	 会長
＜地区委員＞
　2017-2018年度	 第４分区B　ガバナー補佐
　2018-2019年度	 �公共イメージ（オンツー・ハンブルグ）委員会委員長
　2019-2020年度	 国際大会推進委員会（オンツー・ハワイ）委員長

　米山功労者　50回メジャードナー
　ロータリー財団　メジャードナー　レベル３
　遺贈友の会　入会
　ポリオプラス・ソサエティ　参加

槻岡行支さんを偲んで� 大泉ロータリークラブ　会長　阿部欣也
　これほどまでに熱く濃くロータリー活動を展開し、火の玉の様にロータリーに情熱を燃やし、
そして燃え尽きた人を、私は他に知り得ません。
　槻岡さんのスピーチは独特な語り口で聴衆を魅了し、いつの間にか壇上に吸い込まれる様に聞
き入ったのを昨日のように覚えています。夜間例会では得意の詩吟を披露して下さり、宴席を盛
り上げて下さいました。
　槻岡さんの功績もやり残された事も、想えば想うほど虚しく無念でしかありません。
　ただ僅かに救われたのは、最愛の奥様とご一緒にロータリーのクリスマス会やホワイトデーの
旅行に参加された時の槻岡さんの嬉しそうな笑顔を、私達が知っている事です。国際大会にも必
ず奥様を同伴され、奥様と共に歩まれたロータリーライフを私達が知っていることです。
　私達は大泉ロータリークラブの槻岡行支さんを忘れる事は無いでしょう。今まで本当にありが
とうございました。
　心からご冥福をお祈り申し上げます。
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ロータリー文庫　「文庫通信388号」
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表紙説明
桐生市にある宝徳寺の床もみじ
宝徳寺は臨済宗大本山建長寺第73世仏印大光禅師を開山として、桐生地域の領主であった、桐生
佐野正綱公の開基により室町時代の宝徳年間（1450年頃）に創建された禅寺です。
毎年11月中旬頃、境内にある100本以上のもみじが紅葉し見頃をむかえます。関東百名山でもあ
る鳴神山の紅葉も宝徳寺境内より見ることができます。

ガバナー事務所よりお願い

ガバナー月信に関して
◦�原稿の締め切りは、毎月15日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し森末廣

ガバナー事務所 mori@rid2840.jp まで送信してください。なお、写真等の画像がある場合は、デ
ジタルデータでお送りください。

◦�新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月15日です。（15日以降のご連絡分につきましては、次月号
の掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、役職、推薦者氏名
を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメールにてお送りください。
なお、訃報につきましてはクラブ会長様に250字以内で追悼文を作成いただき、ご連絡をお願いい
たします。

ガバナー事務所に関して
◦�ガバナー事務所の開所時間は従前どおり午前10時から午後５時となっておりますのでよろしくお

願いいたします。尚、原則として正午から午後１時までは昼休みとなっております。

月信への寄稿のお願い
◦�毎月1日に発刊しているガバナー月信ですが、是非とも第2840地区の各クラブで行われた奉仕事

業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？
　�原稿締め切りは毎月15日になります。原稿を15日以前にガバナー事務所宛にメールしていただけ

れば翌月号に掲載させていただきます。



森ガバナーのご意向により地区内45クラブのバナーを全て
ガバナー事務所に掲示しました。
お近くにお越しの際は、是非お立ち寄り頂きご覧ください。



森　末廣ガバナー事務所
群馬県前橋市問屋町2-2　前橋問屋センター会館1F 

TEL 027-212-2840
FAX 027-212-2841 


